令和３年度伊奈町当初予算の概況
一般会計予算規模（過去最大）
　１２１億９，１００万円
　　（対前年比１億３，８００万円、１．１％の増）
伊奈町は、令和３年１０月３１日に町制施行５０年記念式典を実施し、これまで町を築いてこられた先人達への感謝と敬意を表し、町民の皆様とこの５０年を温かくお祝いし、次の輝かしい１００年へ新たなスタートを切ります。
はじめに、「新型コロナウイルス感染症対策」関連事業としては、新型コロナウイルス感染症の拡大により影響のある事業者等に対し、保証料等を上限３０万円で補助する新型コロナ対策等保証料補助事業をはじめ、避難所での衛生環境を整えるために、自動ラップ式トイレを購入する新型コロナウイルス感染症対策防災事業、自治体ＤＸ推進の第１ステップとして、行政事務のデジタル化を推進するため、従来の紙資料を電子データとして作成し、管理するソフトウェアを導入する総合行政情報システム運営事業を実施します。
また、ワクチン接種に向けた庁内体制として、２月に新設した「ワクチン接種推進担当」により、医師会との連携を図り、接種券の送付、ワクチンの接種等、適切に対応して参ります。
さらに、厳しい経済状況が続く被保険者の負担軽減を図るため、令和３年度に限り、国民健康保険税の引き下げを町独自事業として実施します。
次に、「町民生活の利便性向上」関連事業としては、成年後見に関する中核機関を設置し、地域連携ネットワークの構築と広報・相談・後見人支援・制度の利用促進等を図る地域福祉活動事業をはじめ、高齢者の心身の健康維持、保健・医療・福祉の向上、生活の安定のために必要な援助や支援を行うため、新たな地域包括支援センターを設置する南部地域包括支援センター設置事業、昨年度に引き続き、上尾市との新たなごみ処理施設建設に向けた広域ごみ処理基本計画策定を行う広域ごみ処理施設整備事業、クリーンセンターの基幹改良工事に向けた生活環境影響調査を行う焼却施設改修事業を実施します。
次に、「安心・安全なまちづくり」関連事業としては、防災センター機能を有し、誰もが気軽に立ち寄り、集い、そこににぎわいが生まれるような新庁舎整備に向け、建設予定地である現役場庁舎敷地の拡張に伴う隣接地の用地買収と基本設計の準備段階となる地盤・地質調査等を行う役場庁舎整備事業をはじめ、大規模自然災害に強いまちづくりを推進するための国土強靭化地域計画等策定事業をはじめ、上尾市と共同運用している消防指令センター指令システムの部分更新等を行う高機能消防指令センター共同運用事業を実施し、防災力の強化に努めます。
次に、「子ども・子育て支援、健康づくり」関連事業としては、子どもの健全な発育を町全体で見守るため、幼保施設等に所属していない満４、５歳児の家庭に対して児童の安全確認や相談支援を行う子ども家庭見守り事業をはじめ、３歳児健診から就学前健診までの空白期となる児童に対し健康相談等を実施するすこやか子育て見守り事業を実施します。
また、骨髄移植、臓器移植に伴い免疫抗体喪失者への予防接種の再接種費用助成を行う骨髄移植等による抗体喪失者への再接種補助事業を実施し、感染症予防及び経済的負担の軽減を図ります。
さらに、聴覚障がいの早期発見・適切な支援につなげるための新生児聴覚スクリーニング検査補助事業を行うとともに、任意予防接種実施事業として、小児インフルエンザ予防接種の助成を、現在の１～３歳児を６歳児まで拡大し、重症化・感染症予防に努めます。
次に、「教育環境整備」関連事業としては、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、令和２年度に整備した学習用端末等を活用した授業を行うため、教師用デジタル教科書等を購入する教育指導事業を実施し、更なる教育環境の充実を図ります。
また、町立中学２・３年生で英検３級以上の取得を目指す英語検定促進事業や英語指導助手（ＡＬＴ）活用事業を通じて、グローバル人材に求められる英語力の育成を図ります。
次に、「今、伊奈がおもしろい！」関連事業としては、町制施行５０年の節目の年を迎えるにあたり、町全体の機運の醸成を図るための啓発イベント、町功労者表彰をはじめとした記念式典等を実施する町制施行５０年記念事業をはじめ、伊奈氏ゆかりの地である川口市、茨城県つくばみらい市と歴史・文化的交流に関する協定を締結し、伊奈氏に係る調査・研究の発表や功績の顕彰等の各種施策を進める忠次公による情報発信事業、２０２０東京オリンピックにおけるオーストラリアのホストタウンとして、開催に向けた支援を行うオリンピック・パラリンピック関連事業を実施します。
また、町のにぎわい創出事業及び農家・生産者団体支援事業を引き続き実施し、一人でも多くの方に町の魅力を知っていただき、「住んでみたい、住み続けたい」と思っていただける伊奈町ファンを増やします。
なお、一般会計と４つの特別会計をあわせた予算総額は、１９３億３，２９６万６千円、対前年比３億５，１７８万９千円、１．９％の増となっています。
＜主な事業＞
〇「新型コロナウイルス感染症対策」関連事業　　　　　　　　　２０，７１５千円
　・新型コロナウイルス感染症対策事業（継続）　　　　　　　　　８，７４９千円
　　※国の令和２年度第３次補正予算に係る新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業については、令和３年３月議会最終日に補正予算を追加する予定。

　・新型コロナウイルス感染症対策防災事業（新規）　　　　　　　　　７２３千円

　　避難所における感染拡大防止や衛生環境を保つため、自動ラップ式トイレを購入する。
　・総合行政情報システム運営事業（新規）　　　　　　　　　　　５，４８３千円
　　自治体ＤＸ推進の第１ステップとして、行政事務のデジタル化を推進するため、従来の紙資料を電子データとして作成し、管理するソフトウェアを導入する。
　・商工業活性化事業（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　　３，０００千円

　　新型コロナウイルス感染症の拡大により影響のある事業者等に対し、保証料等を上限３０万円で補助し、事業者等を支援する。
　・国民健康保険税軽減事業（国保特別会計：新規）　　　　（▲６７，５０４千円）
　　被保険者の厳しい経済状況を考慮し、令和３年度に限り、国民健康保険財政調整基金を活用して、国民健康保険税の引き下げを実施し、負担軽減を図る。
〇「町民生活の利便性向上」関連事業　　　　　　　　　　　　　９０，５１３千円
・地域福祉活動事業（拡充）　　　　　　　　　　　　　　　　　２，５４６千円
　　　成年後見に関する中核機関を設置し、地域連携ネットワークの構築と広報・相談・後見人支援・制度の利用促進等を図る。
・南部地域包括支援センター設置事業（介護特別会計：新規）（１０，００２千円）
高齢者の心身の健康維持、保健・医療・福祉の向上、生活の安定のために必要な援助や支援を行うため、新たな地域包括支援センターを設置する。
・広域ごみ処理施設整備事業（継続）　　　　　　　　　　　　　５，２６３千円
　　　クリーンセンター老朽化に伴い、上尾市と新たなごみ処理施設建設のため、広　域連携を図る。

・焼却施設改修事業（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　４９，０８６千円
　　　クリーンセンターの焼却施設設備の修繕及び基幹改良工事に向けた生活環境影響調査委託等を行う。
・町内循環バス運行管理事業（継続）　　　 　　　 　　　　　３３，５８０千円
・ふれあい収集事業（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３８千円
〇「安心・安全なまちづくり」関連事業　　　　　　　　　　　３８９，６０８千円
・役場庁舎整備事業（継続）　　　　　　　　　　　　　　　２９４，２４２千円
　新庁舎整備にあたり、敷地拡張に伴う庁舎用地の買収、地盤・地質や土地利用履歴等の事前調査及び基本設計発注支援業務を委託する。
・国土強靭化地域計画等策定事業（新規）　　　　　　　　　　　８，２３６千円
　国土強靭化地域計画の策定、地域防災計画・防災マップの改訂を行い、大規模災害に備える。
・災害時協定等対応事業（新規）　　　　　　　　　　　　　　　　　１５０千円
　　　事業者や団体等と締結している災害時における協定等に基づき、必要な経費を町が負担し、災害に備える。

・防犯カメラ設置事業（新規）　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０６千円
　北部安心安全ステーションに防犯カメラを設置し、町内での犯罪発生防止を図る。

・高機能消防指令センター共同運用事業（継続）　　　　　　　８０，９７４千円

　上尾市と共同運用している消防指令センターの指令システムについて、部分更新等を行い、消防体制の強化を図る。

・排水路整備事業（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　　　５，５００千円
　大雨などによる浸水対策として、栄地区浸水対策調査等を行い、排水機能の改善を図る。
　〇「子ども・子育て支援、健康づくり」関連事業 　 　　　　　５０３，１１０千円
・子育て家庭見守り事業（新規）　　　　　　　　　　　　　　　　　１５２千円

　幼保施設等に所属していない満４、５歳児の家庭に対して、児童の安全確認や相
談支援を行う
・すこやか子育て見守り事業（新規）　　　　　　　　　　　　　　　１７７千円

　子どもの健全な発育を町全体で見守るため、３歳児健診から就学前健診までの健診空白期に対する健康相談等を実施する。
・新生児聴覚スクリーニング検査補助事業（新規）　　　　　　　　　７８０千円

　聴覚障がいの早期発見・適切な支援につなげることにより言語発達等の影響が最小限に抑えられることから、新生児における検査費用の助成をする。

・産後ケア実施事業（新規）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２８千円

　母子保健法改正により、出産前後にうつ傾向に陥る産婦ケア等について、令和３年４月より法制化され、市町村が行うこととなったため、居宅訪問型による指導を助産院に委託する。

・骨髄移植等による抗体喪失者への再接種補助事業（新規）　　　　　３２６千円

　骨髄移植や臓器移植等により、それまで保有する抗体が失われた者に対し、予防接種を任意で再接種する場合、その費用を助成する。

・フレイル対策等保健事業（新規）　　　　　　　　　　　　　　　　４７０千円
後期高齢者の保健事業として、保健師等の医療専門職によるフレイル予防の観点をもった保健事業・介護予防事業を一体的に実施する。
・任意予防接種実施事業（拡充）　　　　　　　　　　　　　　　１，７６５千円

　現在、小児（１～３歳）インフルエンザ予防接種１回につき１，０００円（上限２回）の助成を６歳まで拡大する。

・福祉三医療費支給事業（継続）　　　　　　　　　　　　　２８０，５７２千円

・子育て支援センター運営事業（継続）　　　　　　　　　　　　５，２８１千円
・特定教育・保育施設運営事業（継続）　　　　　　　　　　２１２，３８４千円　

　　・埼玉県コバトン健康マイレージ事業（継続）　　　　　　　　　　　９７５千円
〇「教育環境整備」関連事業　　　　　 　　　　　　　 　　　　８１，９８５千円
・教育指導事業（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０，１０６千円
中学校の教科書改訂に伴い、教師用デジタル教科書等の購入により、ＩＣＴを活用した指導の充実を図る。
・小学校整備事業（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　　２０，３７７千円

・中学校整備事業（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　　１３，５６３千円
・町立小中学校ＩＣＴ教育環境整備事業（継続）　　　　　　　　８，１２３千円
・英語指導助手活用事業（継続）　　　　　　　　　　　　　　２２，９８０千円
・英語検定促進事業（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７８０千円
・スクール・サポート・スタッフ配置事業（継続）　　　　　　　６，０５６千円

　
〇「今、伊奈がおもしろい！」関連事業　　 　　　　　　　　 １０２，２９３千円
・町制施行５０年記念事業（見直し）　　　　　　　　　　　　　５，１０５千円
新型コロナウイルスの影響により延期となっていた町制施行５０年周年記念事業について、町全体の機運の醸成を図るための啓発イベント並びに町功労者表彰をはじめとした記念式典等を実施する。
　・町制施行５０年記念町民運動会事業（見直し）　　　　　　　　　　６６４千円　　　　　　　　　　　

　新型コロナウイルスの影響により延期となっていた町民運動会事業について、観光大使を活用した事業を実施する。
・忠次公による情報発信事業（新規）　　　　　　　　　　　　　　　７０２千円

　　　伊奈氏ゆかりの地である川口市、茨城県つくばみらい市と歴史・文化的交流に関する協定を締結し、伊奈氏に係る調査・研究の発表や功績の顕彰等の各種施策を進める。

・ふるさと寄付金事業（継続）　　　　　　　　　　　　　　　２４，５３６千円
・魅力ある返礼品をお届けすることを通して、販路拡大等に取り組むとともに、地域活性化のために有効活用する。

・記念公園整備事業（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　５７，３７２千円
　公園用地買収及びイベント広場整備実施設計を行い、公園施設の充実を図る。
・国際交流事業（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５１４千円
　多国籍な住民との相互理解が深まるような国際交流コーナーやイベント等での交流事業を通して、外国人との共生や国際交流の機会の充実を図る。
・町のにぎわい創出事業（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　　７６３千円
　　　駅前を活用した町の活性化を図るために、伊奈中央駅で移動車販売を活用した飲食物の販売等を実施する。
・農家・生産者団体支援事業（継続）　　　　　　　　　　　　　６，５２３千円
　　　営農意欲のある農業者や新規就農者等の支援を行うとともに、地元野菜や加工品の販売「伊奈マルシェ」を開催する。
・忠次公によるまちづくり事業（継続）　　　　　　　　　　　　２，１２９千円
　丸の内地区を拠点に、伊奈備前守忠次公を観光資源として活かした各種イベント等を実施する。
・オリンピック・パラリンピック関連事業（継続）　　　　　　　２，２９５千円
　延期となっている２０２０東京オリンピックにおけるオーストラリアのホストタウンとして、開催に向けた支援を行う。

・バラによる相互交流事業（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　１６０千円

・忠次公による散策路整備事業（継続）　　　　　　　　　　　　１，４３６千円

・友好都市スポーツ交流事業（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　９４千円
　〇その他事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３，６８０千円
・公共施設等総合管理計画及び個別施設計画管理事業（新規）　　４，７１３千円
　　国の「経済財政運営と改革の基本方針２０１９」に基づき、平成２８年度に策定した「伊奈町公共施設等総合管理計画」の見直し・充実を図る。
　　・街路整備事業（新規）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，４５２千円
　　　交通アクセスの強化、地域経済の活性化等を図るため、都市計画道路「上尾伊奈線（現道部分）」の現況調査測量を実施する。

・男女共同参画事業（拡充）　　　　　　　　　　　　　　　　　４，５０１千円
　　社会環境の変化を踏まえ、町における男女参画社会の形成を促進するため新たに「第３次伊奈町男女共同参画プラン」を策定する。
・土地改良事務費（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　　　５，５４８千円
　　農地利用の適正化及び生産性の向上を図るため、農地中間管理事業によるほ場の集積、集約等を行う。　
　　・用排水路維持管理・整備事業（継続）　　　　　　　　　　　　７，４６６千円
　　　農業用水綾瀬川伏越し管の老朽化に伴い、小貝戸地区用排水改修工事設計・工事を行う。
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